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統計数理研究所のスパコンと乱数発生
田村 義保 統計思考院 特任教授
2019年6月5日 統計数理研究所 オープンハウス
今も昔も統計科学と計算機は切っても切れない関係にある。統計数理研究所においては、常に最先端の計算機を導入し統計科学における計算






































1996 HITAC S3800/162（主記憶1GB 拡張記憶4GB 4GFlops）
1996 IBM SP2（48ノード、主記憶12GB）









の為には又、各種計算器をも含めた計算技術の研究も必要となるであらう。」（統計数理研究所彙報 第2巻 第1号 1954 『十周年に
あたりて』松下嘉米男）
「最近、統計数理研究所において新たに乱数作成機がつくられた。これは、放射能のカウント数を計測する方法によっているものであ
る。」（統計数理研究所彙報 第5巻 第2号 1958 石田式乱数作成機のランダム性について 西平美恵子）
「27年9月に佐々木達治郎博士が所長に就任されて初めて、研究所が次第に軌道に乗るようになった。佐々木博士が数値計算の権威であって、






2000 Origin2000(64CPU 主記憶48GB R12000(300MHz)) 
（400MHzにクロックアップ 2000年8月）（2000年1月）
統計計算開発環境支援システムを16CPUにして計80CPUで運用




2006 HP XC4000 (計算ノード ProLiant DL 145G2 128ノード
(Opteron 2.6GHz × 2 主記憶640GB）
2010 Fujitsu SPARC Enterprise 
64CPU(256コア) 主記憶2TB ピーク 2949GFlops と
24CPU(96コア) 主記憶1TB ピーク 1105GFlops)
Fujitsu PRIMERGY RX200S5(360ノード（2880コア）（2010年1月）
主記憶 48GB×160+24GB×200 ピーク 93.76GFlops×360）
2014 統計科学スーパーコンピュータシステム（SGI ICE-Xを中心としたシステム）




129.0TFLOPS 30.0TB (初期との合算336.3TFLOPS)  
2018 統計科学スーパーコンピュータシステム(HPE SGI 8600 ・
計算ノード（376ノード） CPU：Intel Xeon Gold 6154 x 2 (18core 3.0GHz ) 
Mem：384GB/Node
GPU計算ノード（8ノード） CPU：Intel Xeon Gold 6154 x 2 / node (18core 3.0GHz ) 
GPU ： NVIDIA P100 x 4 /node Mem：384GB/Node
システム合計理論性能:：1.49PFlops 総Core数： 13824 core 総主記憶容量: 144TB 
パラメトロン素子 SGI8600と田村 2018年9月
乱数発生装置
https://www.ism.ac.jp/ism-tour/
